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第二期ライチョウ保護増殖事業生息域内・域外共通項目進捗状況 

共通項目① 

■野生復帰及び移植技術の確立 

＜卵による野生復帰＞ 

 令和２年に実施。ライチョウが雌１個体でも無精卵を産み抱卵する習性を使

って、無精卵と受精卵を入れ替える方法。令和元年には孵化率の高い野性個体の

卵を用いて試験を行い、平成 30年に飛来が確認された雌個体（以下飛来雌とす

る）が他個体が産んだ卵でも通常通り抱卵することを確認した。令和元年は入れ

替えた６卵のうち５卵が孵化したが、孵化後１週間程度ですべての雛が消失し

た。 

令和２年にはライチョウを飼育している４園から計７卵を受け取り、飛来雌

の産んだ８卵と交換した。入れ替えた７卵のうち５卵が孵化したが、孵化当日に

ニホンザルの群れが巣周辺に現れたことで雌が離巣し雛全羽が死亡してしまっ

た。一方で、令和元年、２年の取り組みにより卵交換の手法については概ね確立

できた。 

 

＜野生個体の移植について＞ 

 生息個体数が比較的安定している乗鞍岳でケージ保護した個体についてヘリ

コプターを用いて中央アルプスに移植した。乗鞍岳においてはケージ保護を実

施することによって、個体群への影響を最小限にすることに努めた。移植した３

家族 19個体を中央アルプスで一時的に保護して中央アルプスに放鳥することに

成功し、翌年にはほとんどの個体が生存し中央アルプスで繁殖を開始すること

ができた。 

 

＜野生個体を一時的に飼育下に導入することによる野生復帰＞ 

 令和３年に野生家族を飼育下導入し、令和４年、令和５年に野生復帰を実施。

平成 26年、27年に動物園に導入した個体は卵で動物園に導入したことから、野

生型腸内細菌を有していないことが明らかになった。 

ライチョウの腸内細菌は、ライチョウの餌である高山植物に含まれる難消化

性物質や毒素を消化するために必須であることから、野生復帰を行うためには

野生型腸内細菌構築が必須であることが指摘された。また、野生個体のほとんど

にライチョウ特有の２種のアイメリア原虫が感染しており、これらのアイメリ

ア原虫に対する耐性を有していることが知られていた。アイメリア原虫のない

飼育環境で育った個体が野生下で初めて感染した場合、重度に感染し体調を崩

すことも懸念された。そのため、飼育下において野生型腸内細菌叢の再現及びア

イメリア原虫付与を行う必要があることが明らかになった。特に保険集団で野

生型腸内細菌叢を再現することが技術的に困難であったため、野生個体を飼育
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下に導入することで野生型腸内細菌叢とアイメリア原虫を動物園に導入するこ

ととした。 

 令和３年に中央アルプスから２家族 11個体を那須どうぶつ王国、長野市茶臼

山動物園に移送した。飼育個体については高山植物及び野生個体の盲腸糞の凍

結乾燥粉末を供与することで野生型の腸内細菌叢を維持できることが明らかに

なった。令和４年度には那須どうぶつ王国及び長野市茶臼山動物園において６

雌で繁殖に望み、那須どうぶつ王国の３雌で合計 16個体の雛を育てることに成

功した。これら３家族に加え、成鳥３個体を加えた 22個体を８月に野生復帰さ

せた。初めての野生復帰は移動時間を最小にするために陸送とヘリコプターを

組み合わせる方法で移送を行った。 

 令和５年度は中央アルプスから導入された雌２個体で繁殖に臨んだが、那須

どうぶつ王国の１個体が６月に死亡し、茶臼山動物園の１個体は卵を産まなか

った。このような状況により９月に開催した会議で中央アルプス由来の３個体

（雄２個体、雌１個体）については急遽野生復帰実施を決定した。令和５年は次

年度以降の事業の試験として、陸送による試験を実施した。 

 

＜野生復帰個体の生存状況＞ 

 〇雛の生存数 

 ・那須どうぶつ王国からの 3家族計 16個体中、翌年までの生存は 6個体（37.5％） 

 ・ケージ保護した 5家族 23個体の翌年までの生存は 9個体（39.1％） 

 ・ケージ保護しなかった 4 家族 18 個体の翌年までの生存は 6 個体（33.3％） 

〇成鳥の生存 

 ・那須茶臼の 6個体（1雄・5雌）のうち、翌年まで生存は 3個体（1雄・2雌） 

（50％） 

 ・ケージ保護した雌 5個体のうち翌年までの生存は 4個体（80％） 

 ・ケージ保護しなかった雌 13 個体のうち翌年までの生存は 9 個体（69.2％） 

 ・繁殖雄 20個体（なわばり雄 15、あぶれ雄 5）のうち翌年までの生存は 14個

体（なわばり雄 13、あぶれ雄 1）（70.0％） 

〇繁殖状況 

 ・放鳥時成鳥 

雄１個体はつがい雄、雌２個体ともつがいとなっていた。 

雌１個体についてはケージ保護を実施した。もう１雌についても雛誕生を確

認した。 

・放鳥時雛 

雄２個体のうち１個体はつがいをつくり繁殖した。もう１個体はあぶれ雄 

の可能性があった。 

雌４個体はいずれもつがいになっており、少なくとも３雌で雛誕生を確認。
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このうち１雌についてはケージ保護を実施した。 

 

雛については今のところケージ保護した個体や、ケージ保護しなかった雛

とそこまで大きな差は生じていない。今年まで生存した個体については上記

の通り雌個体を中心に野生個体と同様に繁殖に参加しており、雛を残してい

る個体も観察されている。一方で、放鳥時に成鳥だった個体については、中

央アルプスの野生個体よりも生存率が低い傾向にあったが、今回放鳥した成

鳥については個体数が少なく１個体の生死によって結果が大きく変動して

しまうことによると考えられる。野生復帰させた３家族の１家族については

放鳥後一度も姿をみることができておらず、雌親も含め全羽捕食により死亡

した可能性がある。 

 

＜参考情報：動物園導入後の腸内環境の変化＞ 

・腸内細菌叢 

 

ペレット等の飼料のみで飼育していると野生型の菌叢は変化するものの、高

山植物の給餌と野生個体の凍結乾燥糞末の投与により、動物園生まれの雛も難

消化性物質や繊維消化能力試験で基準をクリアすることができた。また、菌叢

の網羅解析においても、動物園で生れた雛において主要な菌はすべからく雛で

も検出されており、食糞を通して菌が雛に引き継がれていたことがわかった。

親では多かった菌が動物園生れの雛では減少しているものもいくつか見られ
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たが、野生環境に戻すことでこれらの菌は再び増加することが期待されるため

飼育下での野生型腸内細菌叢構築は概ね成功したと考えられる。 

 

・アイメリア原虫 

  アイメリア原虫は冬期に排泄量が減少したもののオーシストの排泄が続

き、翌年動物園で孵化した雛についても母親を通じて感染したことが確認さ

れた。茶臼山動物園で死亡した雛についてはアイメリアの高濃度感染が認め

られたが、クル病発症による免疫能力低下が主要因であると考えられた。そ

の他の個体においてもアイメリア原虫によると思われる体調悪化は見られ

ていない。 

 

今後実施の項目 

 野生復帰本来の手法である保険集団を活用した野生復帰に挑戦する（次年度

計画については後述）。 

 

進捗評価 △ 

白山や中央アルプスのように雌単独で飛来した際に活用できる卵による野生

復帰、野生型の腸内細菌やアイメリア原虫の世代間伝播が容易な野生個体を用

いた野生復帰についての技術確立については概ね確立できた。令和４年度に実

施した野生復帰個体についても、今年度に繁殖に参加していることが明らかに

なったことから、野生個体を利用した野生復帰技術についても概ね成功したと

言える。動物園で累代飼育されてきた飼育個体から野生復帰させる手法を開発

することでライチョウの野生復帰に関する技術開発は完成する。 
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共通項目② 

■普及啓発の推進（高山帯における生物多様性保全を含む） 

実施済もしくは実施中の項目 

・捕食者対策に関わる普及啓発ポスターの掲示（南アルプス 令和３年） 

・中央アルプスにおけるライチョウ事業に関わる事業概要（目撃情報カード

に付記）及び民間企業と連携した目撃情報収集に関するポスター掲示（令

和４年～） 

・中央アルプス国定公園記念イベントでの事業概要展示（令和３年） 

・ライチョウ会議、ライチョウサポーター設置自治体や地元教育機関におけ

る事業成果等の報告（令和２年～） 

・動物園での個体展示やイベント開催（令和２年～） 

 ・県内外の小中高等学校における特別授業の実施（令和４年～） 

・テレビ番組への撮影協力及び各種報道（令和２年～） 

 

今後実施予定の項目 

・上記実施内容の継続 

 ・高山帯におけるニホンザル対策への協力等に関する普及啓発の実施 

 

進捗評価  ○ 

・ポスター掲示や、各種イベント等における事業報告、報道対応などについて

精力的に実施し様々な場面で本事業の普及啓発を実施できており上記につい

て今後も継続していく。 

 

共通項目③ 

■人材育成及び実施体制の強化 

実施済もしくは実施中の項目 

野生復帰事業においては、中部大学、大阪公立大学、日本獣医生命科学大学、

岐阜大学らの研究者と連携した研究や検査体制を構築している。特にライチョ

ウに特異的なアイメリア原虫の感染動態等については二期計画の間に非常に

多くの知見が得られている。 

人材育成については長野県が実施したスクラムプロジェクトにおける高度

技術者養成事業に協力したものの、環境省独自事業として実施した内容はない。 

今後実施予定の項目 

 各事業における関係機関との連携を強化し、事業の円滑な進捗を目指す。 

進捗評価 × 

 調査研究体制については一定の強化ができたが、人材育成面においては大き

な成果は得られていない。 


